
「古 い ミッキ ーマ ウス 」 をめ ぐって

山 本 忠 行

【要 旨】

「古い ミッキーマウス」 という表現の受 け止め方 は
、 日本人 と外国人 で

はか な りのずれがあ るようである。 その一つの原因は 「古い」が物や 事

柄 について述べ ることが多 く、 「若 い」の反対語 として使 うことがで きな

い ことにある。それに対 して、英語 の 「old」や中国語の 「loo(老)」 は

人間の年齢 についてい うことが基本であることが影響 している と思わ れ

る。本稿では英語や中国語 な どと比較 しなが ら、 「古 い」の用法 を詳細 に

検討す るこ とによって、 日本語教育で 「古 い」 を扱 うときの問題点 を考

察 した。

【キー ワー ド】初級語彙 ・年齢表現 ・若い ・新 しい

1.は じめ に

山本(1998)で は 「多 い」 とい う形 容 詞 の用 法 を め ぐって考-¥し たが 、

初 級 で 扱 う よ うな基 本 的 な形容 詞 の 中 には用 法 上様 々 な問題 点 を は ら ん

で い るもの が多 い。 その一 つ が 「古 い」 で あ る。

以前、 シ ンガ ポールか ら来 た留 学生 とデ ィズ ニー ラン ドへ行 った とき 、

ミッキーマ ウスの帽子 をかぶ ってい た ら、 「あ、 古 い ミッキーマ ウス だ 」

と言 わ れ、一一瞬 ど うい う意 味 か と戸 惑 った こ とが あ る。 よ く考 えて み る

と、 「anoldMickeyMouse」 、 中 国 語 な ら 「老 米 奇 」、 つ ま り 「老 けた ミ ッ
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キーマウス」、 あるいは 「おじさん ミッキーマウス」 とで も言いたかった

ので あろう。他に も 「old」に相 当する語 として 「年取 った/お やL/年

寄 り/老 いた/老 人」な どい くっ も考 えられ るが、使 う場面 はそれぞれ

決 まってい る。筆者 は当時ち ょうど40歳 をすぎた ころで あったが、 こう

い うときに一番適切 な修飾語 はいったい何 なのか と考 え込んだので あっ

た。

本稿で は 「古い」 とい う語を中心 に、い くっかの外国語 と比較 しなが

ら日本語教育上の問題 点を明 らかに したい。

2.「 古 い ミ ッキ ー マ ウス 」 とは 何 の こ とか

「古 い ミッキーマ ウス」 とい う表現 が筆者 を戸 惑わせ た理 由 として、次

の よ うな こ とが考 え られ る。

まず、 「ミッキーマ ウス」 とい うのは、デ ィズニー の考 案 した キ ャラク

ターの一 つ で あ る。 この キ ャラ クターは初 期 の もの と後 期 の もので はか

な りの変化 が見 られ る。 フ ァンが見 れ ば、 いっ ごろの ものか す ぐに分 か

る。後 期 の ものが 「新 しい ミッキー マ ウス」 で あ り、初 期 の ものが 「古

い ミッキーマ ウス」 とい うケースが考 え られ る。 も う一つ は筆者 がかぶ っ

て いた帽子 で ある。買 った ぼか りの汚れ ていない帽子 は 「新 しい ミッキー

マ ウス」 で あ ろ うし、 も し使 い古 しで あれ ぼ 「古 い ミッキ ーマ ウス」 と

い うこ とにな ろ う。

ところが、考 え られ る上 記 の二 つの理 由は、 いずれ も当て は ま らない。

なぜ な ら、 当時 は古 い型 の ミッキー マ ウスは まだ商 品化 され て い なか っ

た し、か ぶ っ てい た帽子 は買 った ぼか りの真 新 しい もので あ ったか らで

あ る。

ここで重要 なのは、 この留学生 が言いたか った のは 「筆者 が 『古 い ミッ

キー マ ウス』だ 」 とい う こ とで あ り、 帽子 につ いて そ う言 った わ けで は
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「古 い ミ ッ キー マ ウス 」 を め ぐっ て

ない とい うことで ある。つま り、話 し手 である留学生が 「古い ミッキー

マウス」 と言 った ときに考 えていた と思われ る 「ミッキーマウス(=人

間=筆 者)が 『古 い』(も う若 くない)」 とい うこ とと、聞 き手で あ る筆

者が日本語 としての 「古い ミッキーマウス」か ら思い浮かべた 「ミッキー

マウス(=キ ャラクター/帽 子)が 古い」 とい うこととが一致 しなか っ

たために起 こった ミス ・コ ミュニケーシ ョンだったのであ る。言 い換 え

れぼ、 この 「古い ミッキーマウス」の例 は、学習者が 「古い」に よって

形容 しよう とした内容が 日本語 では一般 に認め られない ことによって生

じた誤用 なのである。

Mizutani(1977)に も学 習者 の 日記 とい う形で 「古 い」 の使 い方 を間

違 えた例が紹介 されてい る。叔母 の写真 を学習者が 日本人 に見せた ら、

「ずいぶん古 そうな家ですね」 と言われたので、 「ええ、古いです。お ば

さん もかな り古いです」 と答 えた とい う。 する と、相手 は うまい冗談 を

い うと感心 した とい う話であ る。 この場合 は冗談 と受 け止め られてすん

でいるが、相手 の気分 を害 して しまうおそれがない とは言 えない。

こうした ことは日本語教 育の現場 では珍 しい ことではないが、特 に形

容詞で起 こ りやすい ようであ る。それは基本的な形容詞で も名詞 と比べ

て学習者 の母語でそれに相 当す るもの との意味や用法 のずれが大 きいか

らであ ると推察 され る。

3.「 古 い」 に関する辞書の記述

ここで、 「古い」について辞書で はどのように記述 されてい るか を確認
1)

しておきたい。『新明解国語辞典第5版 』には、 まず 「新 しい」の反対語

であることを示 し、① 「始 まって(す んで ・何かが行われて)か ら、(長

い)時 間がたった状態」、② 「新鮮(新 式)で ない」の二つに大 きく分 け

て説明 してい る。 『基礎 日本語辞典』(森 田1989)は ①現在 を基準 にして
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過去へさかのぼった時間が長い場合 は 「古い」、 きわめて短 い場合 は 「新

しい」、②長い ときの経過がそのものを価値づ ける ときもあるが、多 くは

価値や質 を落 とす とい う気持 ちを伴 う、③ あ とか ら他の ものが現れた こ

とによって新 しい物でな くなる場合、の三つの点か ら分析 し、①には 「古

くも新 しくもない状態」が あるが、③ は 「新 しい/古 い」 の二者択一 に

なることを指摘 してい る。『基礎 日本語辞典』 は 「評価」の観点を取 り入

れてい るのが特徴であ る。辞書 によってはもっ と細か く分 けているが、

「古い」の用法の特徴 はほぼ記述 されている と見 て よい。

これ らをもとに整理 し直す と次の ようにな るが、 プラス評価 で使 える

場面が少 ない ことがわか る。

a.長 い時間 の経過/遠 い昔 中立的

b.価 値や質 の低下/新 鮮 でない マイナス評価

c.旧 式 ・旧型/時 代遅れ(新 たな ものが出現)… マイナス評価

d.古 風 ・古、典 ・古雅/古 参 ・年功/伝 統 プラス評価

このa～dの 記述 では、本稿 のテ..__マで ある学習者 の誤用の分析や指

導法の改善 を考 えるにはまだ不十分 である。 その鍵 とな るのが、すでに

「古い ミッキーマウス」 を例 に して述べた、何 を対象 とす るかである。 さ

らに どういう ときに使 うのか も重要で ある。 これが分か らなけれぼ、 た

とえ意味が分か って も適切 な表現 をすることはで きない。

4.「 古 い」 と 「oid」 と 「lao(老)」

4.1.日 本 語 教 育 に お け る 「古 い」

まず 、 日本 語 の教科 書 で 「古 い」が どの よ うに扱 わ れて い るか を見 て

み る と、 「古 い」 が修 飾 す る言葉 として は 「建物/家 」 や 「鞄/机/本 」

な どが 多 い 。 さ らに どの よ うな注 が あ るか と調 べ てみ る と、 中 には単 に

「old」 「notnew」 で す ませ て い る もの が あ る。 これで は 「古い」 を正 しく

4



「古 い ミ ッキ ー マ ウ ス 」 を め ぐっ て

使 うための情 報 として は不十分 で あ る。ルカ醜 θ56/bアEθ θηo彫 で は 「ob-

jeCtS,nOtage」 とい う注 を入 れ て い る。 これ は学 習者 に とって 「古 い」

を正 し く使 うた めに欠 かせ な い情報 で あ る。食 べ 物 が例 に挙 が って い る

力勿%56ノ ∂γB%5ッPθ ψZ6で は 「notfresh」 とい う注 が 付 い て い る。 「新

しい 」 が 「fresh」、 「古 い」 が 「新 鮮 で はな い」 とい う意味 で使 われ る こ

とも日本 で の生 活上役 立 つ情報 と言 え る。

ところで 、 た いてい の場 合 「古 い」 は基 本 的 な形 容 詞 の学 習 の とこ ろ

で 「新 しい」 とペ アで提示 され るの に対 して、 「若 い」 は別 の課 に単独 で
2)

提示 され、反対語 は出て こない。初級で 「若い」の反対語 に近 い もの と

い うと 「おじいさん」 「おばあさん」 しかない。では、中上級では どうか

とい うと、今度 は 「老人」 「年寄 り」、 あるいは 「高齢者 」 といった名詞

が出て くるだけで ある。 「年取 った」 「老 けた」 「老 いた」な どは、中級 ま

で に出て くることはほ とん どない。

『日本語能力試験出題基準』 もこれを認めるかの ごとく、 「老人」 と 「年

寄 り」は2級 の語彙、 「老いる」 「老 ける」は1級 の語彙 ということになっ

ている。 「年取った」は 「高齢者」とともに語彙 リス トにない。これは 「若

い」の反対語 に相当す る表現 は学習者 に教 えな くて もいい、 あるいは教

えな くて もわか るだ ろうと言ってい るに等 しい。 これでは学 習者が 「若

い」の反対の意味の ことをを述べ ようとした ときに適切 な表現、 あるい

は回避法 を知 らな けれ ば、 「古い～」 とい う言い方 をす るしかな くなって

しま う。

4.2,英 語 や 中 国 語 で は

英 語 の 「old」 は 日本 語 の 「古 い 」 の よ う な 使 用 制 限 は 少 な い よ う で あ

る 。 コ ー パ ス 辞 書 の 一 つCobuildEnglishL)ictionaryforAdvanced

Learnersを 見 る と、 そ の 解 説 の 第1項 が 「Someonewhoisoldhaslived
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formanyyearsandisnolongeryoung.」 とな っ て い る。 この 記 述 か ら

「old」 は 人 の 年 齢 に 関 す る語 で あ り、 「yo㎜9」 の 反 対 語 に相 当 す る こ と

が わ か る。 以下第4項 まで は 年 齢 に関 す る もの で あ る。 「old」 の 意 味 の

中核 を な して い るの は、 人 の年齢 に関 す る もので あ る こ とは明 白で あ る。

そ して 第5項 と第6項 が 物 に 関 す る も の 、 そ して 第7項 で は 「01d

friend」 、 第8項 が親 しみ を表 す 用 法 、 さ らに もう価値 の な くなった物 や

過 去 の 時間 を示 す用 法 な どが 続 く。用 法解 説 の ところで も、 あ との方 に

r"old'usedtodescribeobiects」 とい う項 目が あ る ぐ らいで 、 「odd'が

い か に人 間優 先 の 語 で あ るか が わか る。

中国語 に は日本語 の 「古 い」に関連 す る語 として、 「vgu(古)」 「gu(故)」

「j顛(旧)」 「Sao(老)」 な どが あ るが、 この 中で 「jiu(旧)」 は 「xin(新)」

に対 す る語 で 「家/靴/服/友 」 な どを修 飾 す るの で 、 日本 語 の 「古 い」

と用 法 的 に重 な る ところが か な りあ る。 「vgu(古)」 は 「昔 、 い に し え」

が基 本 的 な意 味で あ り、物 を修飾 す る場合 は対象が限 られ る。で は、 「Sao

(老)」 は ど うか とい う と、 『中 日大 辞 典 』(大 修 館)で 最 初 の ほ う に挙 げ

られ て い るの は 「老 いて い る」 「老 い衰 え る」 「古 くか らの」 「時代 遅れ の」

とい う よ うな用 法 で あ る。 どち らか とい う と人 間 に関 す る ものが主 な対

象 となって い る とい う点か ら見 て 「lao(老)」 は英 語 の 「old」 と重 な る

部 分 が 大 き い と言 え るか も しれ ない。

これ らと比 べた とき、 日本語 の 「古 い」 とい う語 の特徴 が浮 かび上が っ

て くる。 第一 に、 「01d」 や 「Sao(老)」 は人 間 に使 うの が 中 心 で 、 そ れ

が物 に も及ぶ の に対 して、 「古 い」 は後述 す るよ うに人 間 につ いて使 うこ

ともあ るが、基 本 的 に物 と事柄 に用 い られ る。西 尾(1972)も こ の 点 に

注 目 した よ うで 、 「生 命 の ない もの対生命 のあ る もの とい う対 立 と考 え ら

れ る」 もの として 「新 しい/若 い 」、 「古 い/年 取 っ た 、 老 い た 、 年 老 い
3)

た」、 「た くま しい くが ん じょ うな」 な どを取 り上 げて い る。 第二 に親 し
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「古 い ミ ッキ ー マ ウス 」 を め ぐっ て

みを表す ことはほ とん どな く、骨董的な もの を除 くと、基本 的にマイナ
の

ス評価 だ とい うこ とで あ る。

ちなみ に、 タイ語で は 「kao」 と 「雇 ε」 が 区別 され る。 「kao」 は意 味

的 に 「旧 」 に近 く、 「年 」 に付 けれ ば 「前 年 」、 「妻 」 に付 けれ ば 「先 妻 」、

「頭」に付 けれ ば 「古 い考 え方」を意味す る。それ に対 して、 「雇 ε」は 「人」

で あれぼ、文字 通 り 「老 人」 を表 すが、 「色」 な ら 「濃 い色」、 「果物 」 な

ら 「熟 した果物 」、 「木 の葉 」 な ら 膿 い緑 の葉 」で あ り、枯 れ葉 の こ と

で はな い。枯 れ葉 は 「乾 いた」 を意味 す る 「h倉εり」 を使 う。 した が っ て

日本 語 の 「古 い」 に近 い の は、 「kao」 の ほ うで あ ろ う。
の

これを表 にま とめると次のようになる。この中で 「友人」にすべて 「○」

がついてい るが、 中国語 ・タイ語で上段 の部分 は 「古 くか らの友人」で

あ り、下段 は 「年取 った友人」 とな り、意味が異な る。

種類 動 物 植 物 物 場所 心理 食品

対象語 人(歳) 友人
唱

木 葉
1

服 町
1

考え方

1

肉

日本語 古い X 0 0 n 0 0 0 ○

英 語 odd O ○
1

0 0 U 0 ○ 0

中国語
liむ X ○

1

× X 0 ○
1

0

I

X

loo

I

a 0 0 X x X X x

タイ語
kao

l

X ○ X x 0 0

1

△ △

k註 ε Q Q

I

D X 1× X

I

x

I

X

5.人 について述べるときの 「古い」

5.1.地 域差

現在、共通語では人の年齢 について 「あの人 は古い人だ」 とか、 「この

町には古い人が多い」 ということはない と思われ る。 しか し、『源氏物語』

や 『平家物語』の ような古典だけでな く、近代文学の作品には人 の年齢
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について 「古い」 とい う例が ときどきあ る。

○ 「髭 の白いお爺 さん、 その またお婆 さん、幾人の古い人たちが この

屋根 の下に生 きなが らえてい る とも知れない。」(『夜明 け前』)

○ 「古 るい人に先だたれ、新 らしい人 に後れれぼ、今 日を明 日と、 そ

の 日に数 る命 は、文 も理 も危い」(『虞美人草』)

○ 「その母 は古い人で古 いいなかにお る。」(『三四郎』)

上記の例 は筆者が集 めた ものであ るが、西尾(1972)に も同様 の例 が報

告 されて いる。

○ 「『旦那、旦那、 お蔭で助か りました。』 と咳れてつぶれて しまって

古 いのか若いのかわか らぬその男の声 はしき りに繰 り返 してゐた。」

(『冬の宿』)

西尾 によると、方言 によっては老齢の意味で 「古い」が 「使 われ る可

能性がないわけで はない らしい」 とい う。 そして静岡県 にそ うい う地域

が あるとの証言 を紹介 してい るが、 『冬の宿』が方言的な ものの反映であ

るのか否かはわか らない としている。『冬の宿』の作者 ・阿部知二が岡山

県美作の出身だ とい うので、筆者 は岡山県玉野 の出身の妻 に確認 した ら、
6)

この文 に違和感 を感 じない との ことであった。 とす る と各地 に 「古い」

を今 で も 「年取 った」の意味で使 う地域が あち こちに残 っているのか も

しれない。

5.2.「 古い」 と人間にかかわる表現

で は、現代語で は 「古い」 を人間に関す る表現で使 った ときは、 どの

ような意味 になるのか考 えてみ よう。

① 「彼 は古い人間だ」

老人の ことではな く、 「考 え方が古 い人間」、 「伝統や しきた りを守 っ

て生活 してい る人間」 を指す。 「古い男」 「頭が古い」な どの言 い方 も
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あ る。 「昔の人間」に近 い と考 え られ るが、 「昔」 は何世代 も前、 ある

いは古代人 を意味す ることもあ り、 その場合 は 「古い人間」で置 き換

え ることはで きない。

○ 「私 はひ とか どの思想家のつ もりで他 の まじめに学業 に励み教訓 に

忠実 な人々を蔑んだ。私たちがそれ らの人々を呼んだ名は 『古 い頭

の男』 もしくは 『意気地のない男』 とい うのであった。」(三 木清 『語

られ ざる哲学』)

日本語で 「古い先生」 といった場合 は、 「考 え方や教 え方な どが新 し

くない」 という意味か、 「この学校 に長 く勤めている先生」のことにな

る。英語 では 「ouroldmathsteacher」 は 「年取 った先生」の場合 も

あるが、 「前の数学の先生」 を指す こともある。現代語の 「古い」には

この ような用法 はないが、辞書 には 「旧年」 と書 いて 「ふ るとし」 と

読 ませて 「前の年」の こととある。 こうい う言 い方 はすたれつつ あ る

のではないだろ うか。

② 「古い 自分」

「過去の自分」の ことを 「古い自分」 という言い方をす ることがある。

「古い殻 を破 る」 とい う言い方 もある。

○ 「Kが 古 い自分 をさ らりと投 げ出 して、一意 に新 しい方角 へ走 り出

さなか ったのは、現代人の考えが彼 に欠 けていたか らで はないので

す。」(夏 目漱石 『こころ』)

「自分」だけでな く
、 「自分 の行為や思考」 も 「古い」の対象 とな る。

○ 「始 に恋ひ しをば棄て られ、後 には棄て しを悔 らるる身の、 その古

き恋はなほ己に存 し、」(『金色夜叉』)

○ 「古い良心が 自分の心 をさいなむたびに、葉子 は外国人の良心 とい

うものを見た く思 った。」(有 島武郎 『或 る女』)

○ 「私の古い空想 はその場で壊れて しまった。」(梶 井基次郎 『愛撫』)
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この ように以前の思考様式や生活態度 ・習慣 について述べ るときに 「古

い」を用 い ることができる。 こうした使 い方 は現在で もよ く使 われる。

③ 「会社で..古 い人」

年齢 で はな く、学校や会社 な どで長 くいるとい う意味で 「古い」 を

使 うことがある。 「古参/古 顔/古 株」という意味であ る。英語では「old」

とともに 「senior」 が使われ る ところで ある。

④ 「古い友人」

これ は 「長年っ きあっている友人」、あ るいは 「昔の友人」 というこ

とにな り、や は り 「年取った友人」の意味 にはな らない。

⑤ 「古女房」*「 古い女房」

「長年連 れ添 った妻」 を 「古女房 」 とはいうが、 「古い女房」 とは言

わない。『広辞苑第4版 』 には 「年 とった妻」 という語義 も示 されてい

る。長 い結婚生活 を経れ ぼ当然年 もとるが、単 なる 「老妻」の意味で

は使 いに くい と思われ る。同 じく 「長年連れ添 った妻」 として 「古妻」

も 『広辞苑』 に出てい るが、 これ も 「古 い妻」 とは言わない。 また こ

れ には 「先妻」 とい う語義 も示 されてい る。 「古+名 詞」のほうが 「古

い+名 詞」 よ りも用法 の幅が広 いよ うであ る。

○ 「彼 らはすでに過去何年かの間に、夫婦 とい う社会的に大切 な経験

を彼 らな りに嘗 めて来た、古い夫婦であった。」(夏 目漱石 『行人』)

この ような言い方は、現在 ほ とん ど聞かれない と思われ る。

⑥ 「古 い家族」

歴史のある家、 「旧家」 という意味で 「古い家族」 ということがある。

人間 に関する表現 とは少 し異 なるが、建物 のこ とではないので、挙 げ

てお く。

○ 「民助 と義雄 とは同じ先祖 を持 ち同 じ岸本 の姓 を名 のる古い大 きな

二つの家族 の家長た る人達で あった。」(島 崎藤 村 『新生』〉
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⑦*「 兄はわた しよ り2歳 古いです」

日本語 を習い始 めたぼか りの学習者が このような言 い方をす るこ と

があ るが、 これ は日本語では認 め られ ない表現 である。年齢 について

述べる場合、英語では子 どもの年齢 を 「～year(s)old」 で言えるし、

比べ る場合 にも 「older」 として使 える。

日本語では子 どもの年齢 について 「古い」や 「年取 った」 を使 うこ

とがで きないの はい うまで もない。 「(年〉上」や 「年長 」を使 わなけ
7}

ればな らないのだが、 日本語教科書で は、 こうした表現 を述べ る場面

はほ とん ど扱われていない。 しか し、 日本での生活 とい うことを考 え

ると、 中級 レベルでは自己紹介や家族や友人 の紹介 な どの場面 で一度

は学習 してお きたい表現の一つであ る。

6.「 古 い」の他の用法

「古狸 」 「古狐」の ような比喩 を除き、人間以外 の他 の動植物 について

「古い」 はどの ように使 われているので あろうか。

まず 「動物」 につ いては、 「年取 った猫」や 「老 いた馬」 はあって も、

「古い」 を用 いた例 を見つ けることがで きなかった。人間のように過去の

思考方法や生活習慣 と比較す ることがないので、 「古い」を使 う場面 がな

いのか もしれない。 あえて 「古い猫」 といえば、 それは最近 の外来種 の

猫ではな く、三毛猫 な どの在来の 日本猫 を指す ことになるであろう。

「植物」についてはいろいろな例があるが、そ こには興味深 い点が見 い

だ され る。 「若 い木」 に対 して、 「老いた木」 とか 「古 い木」 とい う言 い

方が両方可能である。植物 は物 と動物の中間 に位置す るのか もしれない。

○ 「髪 につ ける油 を自分で絞 ろうとさえ思 えば、毎年表庭 の片す みに

実を結ぶ古い椿 を役に立てることもできた。」(島 崎藤村 『夜明 け前』)

○ 「押入れ、床 の間のついた六畳ほ どの広 さで、障子の外 に見 え る古
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い松の枝が塀越 しに高 く街道 の方へ延 びてい るのは、 それ も旧本 陣

としての特色の一つであ る。」(『夜明 け前』)

で は 「若 い葉」 「若葉」の場合 はどうであろ うか。大 きい辞書 には 「古

葉」 と並 んで 「古草」 も挙 げ られているが、 「古い葉」 「古葉」 とは現代

語で は一般 に言わないので はないだろうか。 「枯れ葉」 とも言 えるが、 こ

れで は完全 に茶色 になった葉 しか指 さない。 「落ち葉」 「朽ち葉」 な どの

言い方 もあるが、いずれ も木 の枝か ら落 ちて しまった葉 を思い浮かべ る。

次の例 の 「古 い杉 ッ葉」 も地面 に落 ちて時間が経ち、か らか らに乾燥 し

た茶色 の杉 の葉の ことであ る。

○ 「檜葉、縦 な どの古葉貧 しげな るを望むべ き窓の外 に、庭 ともあ ら

ず打荒れた る広場 は、唯麗 な る日影 のみぞ饒 に置余 して、」(尾 崎紅

葉 『金色夜叉』)

○ 「おれ もたまらんか ら、古い杉 ッ葉に火をっ けて、投 りつ けて くれ

た。」(『夜明 け前』)

「若葉」の反対語 としては多少紅葉 して木の枝 に残 っている場合、正確 に

は 「枯 れか けた葉」 とで も言 うほかないであろう。 「老 いた葉」 「年取っ

た葉」 も使 いづ らい。つ まり樹木 のように寿命 の長 い ものであれば よい

のだが、基本 的に数か月 しか持たない木の葉や草花は、品種 の新旧につ

いて述べ る場合以外 は 「新 しい/古 い」 を用い ることはできない と考 え
S)

られ る。次 の よ うな例 もあったが、 これ は11訳 で あ り、原 文 の 「old」 に
g}

影響 された可能性が高い。

○ 「古いつたの葉 っぱ と、あなたが元気 になるの と、 どんな関係が あ

るってい うの?」(オ ー ・ヘ ンリー 『最後の一枚 の葉』結城浩訳)

動植物 に関する例ではないが、青空文庫 には同じ訳者 の手にな るものに

次の ような例があった。

○ 「古い一年の最後の夜に凍え死んでいたのです」(ア ンデルセン 「マッ
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チ売 りの少女」結城浩訳)

これは 「前の年の最後の夜」 「大晦 日の夜」 とで も訳 さない と、何の こと

か よ くわか らな くなって しまう。 「old」の翻訳 は気 をつ けない と、変 な

日本語 になって しまう例で ある。

7.「 古 い」の関連語

「古い」は、 「古 くさい」 「古 めか しい」 「古ぼけた」 「古びた」、 あるい

は動詞 との複合語 として 「使い古す」 「着古 した」 「言い古 された」な ど、

関連語の多 い形容詞 の一つである。 この ことも 「古 い」 の使 い分 けを難

しくしている要因 と言 える。

「古い」 はそれだけで もマイナス評価 で使 われ るこ とが多いが、それを

積極 的に示すのが 「古 くさい」で、古 くて、新鮮 さが な く、時代遅れ だ

とい う場合 に使われ る。ただ し、そ う感 じれぼよ く、本 当は新 しい物 で

もか まわない。 それに対 して 「古ぼけた」は同 じくマイナス評価で あ る

が、実際に時が経 って色 あせ た写真や使い古 したか ぼんな どに使 うこ と

が多い。

0方 「古めか しい」にマイナス評価が伴 うことはあま りない。見 るか

らに古そ うで、歴史や伝統 を感 じさせ るものに よ く使 われ る。た とえぼ、

ホテルに泊 まる場合、 「古 くさいホテル」や 「古ぼ けたホテル」では立派

なホテル とか、高級 なホテル とは思えないが、 「古めか しいホテル」 な ら

一流 ホテルの可能性 もある
。 「古 い」のみで は聞 き手や読み手 に自分 の思

いや印象が うま く伝わ らないので、中上級 の学習者 であれば、使 い分 け

の指導が ほ しい ところで ある。
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8.「 新 しい」 と 「若 い」 について

使い分 けの原則 は 「新 しい」が非生物、 「若い」が動植物 とい うことに

な るが、実際の用例 は 「新 しい先生」 と 「若 い先生」の ように使い分 け

が必要 になることも少な くない。 「若い」 は生 まれてか らの期間が短い こ

とであ り、 「新 しい」は物や事柄が成立 してか ら時間が あま り経 っていな

い とい うふ うに定義 したほ うがいいで あろう。

西尾(1972)は 「若い」の特徴 について、 「生命 あるものの ようにこれ

か ら伸 びてゆ く、将来性のある」 ものであれば、比喩的に使 うこ とがで

きるとして 「アル ミは若 い金属で ある」 という用例 を示 している。今で

あれ ば 「IT関 連産業 は若い産業で ある」 とい うような言い方がで きよ

う。 「新 しい金属」 「新 しい産業」 は事実 を述べているが、 「若 い」 という

語 には将来への期待が込 め られている。 こうい う場合 は反対語 はや は り

「古 い産業」 とな り、 「若 い/古 い」の対立が場合 によっては可能になる

と言 える。

また、生 まれて間 もない赤 ん坊 の ことを 「若い赤ちゃん」 とは言 えな

い。2、3歳 の幼児 について も同様である。 「幼 い子」 「小 さい子」 にな

る。 「若い」 を使 うには少な くとも子 どもの世界 を抜 け出 しはじめた ころ、

中学生以上でない と使 いに くい と思われる。そ うした年齢 に達す ると 「子

どもっぽい」 「子 どもじみた」な どの修飾語 も使用可能 にな る。

9.「 古 い」 の指導 に関する提言

これまで考察 して きた ことをも とに、 「古い」を教 える際の具体的な指

導上のポイ ン トを整理 し、指導のあ り方を考えてみたい。

1)対 象

「古 い」で形容 され る対象 とな るのは原則 として物や事柄 である。

人について用 いる ときは、考 え方や生活様式な どに関す るもの、あ
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るいはその会社や地域 に長 くい る場合であ る。

2)年 齢

「若 い」の反対語 にあたる形容詞 はない。 「古い」 を年齢 に関 して用

い ることはで きない。 あえて形容詞で述べた けれ ば 「若 くない」 と

言わなければならない。

一般 に年齢 について述べ るときは 「老 けた」 「年取 った」 「老 いた」

な どを用 い る。ただ し、 「年取 った」 は老人 に限 られ る。 「老 いた」

は文章語である。

「老人」 という語 を学んで
、そこか ら類推 して 「老女性」 とい う語

を使 った学習者 もいた。 「老」を使 った熟語について も確認 した方が

よいであろう。

「若い」 も対象が子 どもや赤 ちゃんの場合には使 えないので、 「幼

い」 「小さい」あるいは 「子 どもの～」 とな るこ とがわか るような例

や練習を入れておいたほ うが よい。

年齢 を比較する ときは、 「年上/年 下」 「～歳上/～ 歳下」 「年長/

年少」 な どを用 いる。

加齢 にっいて も 「古 くなった」 と言 う学 習者 が見 られ るが、 「(～

歳)年 を取 った」 とい う文型を学 習 してお きたい。年齢 を具体 的に

述べない ときは、子 どもであれ ば 「大 き くなった」 「成長 した」、大

人であれ ば 「老 けた」 「老 け込 んだ」 「老化 した」 な どとい う。

時 間があまり経過していない 長い時間が経過

もの/こ と 新 しい 古い

人/動 物/植 物 若い/幼 い/小 さい 一(年 取 った/老 いた)

3)評 価

マイナス評価 を伴 うこ とが多 く、英語や 中国語 の ように親 しみを

15



表す ことはない。中上級 ではいろいろな語彙 を使 い分 けて、微妙 な

ニュア ンスの区別ができるように したい。

4)「 古～」 と 「古い～」

「古い」は形容詞 としてそのまま使 うときと、あ との語 と複合名詞

にして使 う場合がある。その とき意味用法が 「古傷/古 い傷」 「古本/

古い本」のようにほ とん ど同じ使われ方 をするもの もあるが、異なっ

た意味で使 われ るか、あるいは どちらか一方 しか使 えないものも少

な くない。 「古 い友人」 は 「*古 友」 と言 えない。 「古狸」の ような

ものが 「古い狸」 にな らないの と同様 に 「古顔」 も 「古 い顔」 には

ならない。 こうした ものはその都度辞書 で確認 させ る必要が ある。

1α おわ りに

本稿 では基本的な語彙の一つ 「古い」 を取 り上 げて、見落 とされやす

い指導上 の問題点を考察 した。 その中で、学習者の母語 との意味のずれ

ぼか りでな く、背後 にあ る価値観や類義語 の使 い分 け、場面 に応 じた表

現 な ど複雑 な要素が絡 み合ってい ることが分かった。

「anoldMicke蝉ouse」 を 日本語で言お うとした場合、親族名称 を使 え

ば 「ミッキー兄 ちゃん」 「ミッキーお じさん」 「ミッキー じいさん」な ど

と言 える。前につ けて 「お じいさん ミッキーマウス」 などの形で もよい。

年齢 によって 「年上の/年 長 の/老 けた/老 け込んだ/中 年 の/年 寄 り

の ミッキーマウス」、文章語であれば 「初老の/老 いた/年 老いた/老 い

ぼれた/高 齢 の ミッキーマウス」や 「ミッキーマウス老人/長 老」な ど

が考 え られ る。 さらには 「よぼよぼの/か くしゃ くとした ミッキーマウ

ス」 も年齢表現 に入れ られ るで あろう。 ミニーマウスであれば、女性用

の表現 もいろいろあ る。

「古い/新 しい」 「若い/老 いた」な どは価値観を ともな う表現であ り
、
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場面や文体 によって使 い分 けられ るようにな ることが重要で あるが、 そ

のためには初級か ら上級 までいろいろな段階で扱 っていかなければな ら

ない と思われ る。 しか し、実際は中上級 の教材で はほ とん ど取 り上 げ ら

れていないのが現状である。今後 は具体 的に どの ように教材開発や授業

内容 の改善 につなげてい くかが課題 である。

【注】

1)『 大辞林 第二版 』 には 『源 氏物語 』や 『平家物語』な どに見 られる、 「年老

いた」 とか 「老繍 な どの用法 も示 してい るが、現代語 としてはすでに失わ

れた語法 と見て よいであろう。

2)『 基礎 日本 語辞 典』 も 「若 い」 の反対語はない としてい る。

3)/は 反対 語、 〈は類 義語 を示 す。 西尾の用法。

4)『 世界 の こ とば100語 辞典 アジ ア編 』の脚注 には 「旧(jia)」 と 「老(loo)」

の違い として、 単純 に事物 の新 旧をいうときは 「旧」、古い ことが プラスある

いはマイナスの価値 を持つような場合には 「老」が用い られ るとの指摘があ

る。

5)肉 につ いては中国語 で は 「buxinxian」 、 「新 鮮 で ない」 と表現 す る。 タイ

語でも肉 ・果物 ・花などについて 「mais6t」 と一般 にい う。 また、 「kaokきε」

と両 方一緒 に使 うと 「古 くさい」 「おんぼろ」の意味になる。時代や考 え方 に

ついては 「booraan」 が使 われ る。

6)倉 敷 出身 の同僚 は使 わ ない とい うので、地域差、年代差 な どの要素 も加味

した調査がない と断定 はで きない。

7)逆 に年 下 の場 合、大 人 の年齢 で あれぼ 「～歳若 い」 と言える。

8)木 の葉 が樹 木 の一部分 で あ るこ とも関係があるかもしれないが、人体で考

えた ときに 「古い歯」 は抜 け落 ちた歯で あ り、物 としての扱 いになる。

9)岩 波文 庫版 の大 津栄 一郎 訳 で は 「蔦の枯葉」 としてい る。
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